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図4.1.1-3 実証炉の概念検討に関する方針 
 

開発目的

大型ナトリ

ウム施設 実証施設：50万ｋWe

構造・機器の大型化
プラント出力の大規模化

実証施設：75万ｋWe

実証施設の出力規模や実用炉に至るまでに必要な炉の基数を暫定するた

めの議論に資する情報を整理することを目的とする。

機器・構造の製作性

技術的実現性のリスク

革新技術の実証性

実用炉：150万ｋWe

構造・機器の大型化
プラント出力の大規模化

もんじゅ：
28万ｋWe

目標

2007年～2010年の4年間で、高速増

殖炉の実証施設の概念検討とその技

術的成立性の評価を通じて、右記の

点を明らかにすることを目標とする。

• 実証施設の概念検討
• 技術的成立性の評価

実証炉 技術開発の目的・目標
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置過程評価手法に関して実機適用性を確認していくことが必要である。このため、今後、

早期に炉心損傷の影響緩和対策について溶融燃料が原子炉容器の格納機能喪失を招かな

いような溶融燃料の再配置とその安定冷却確保の可能性を評価できる試験研究などで検

証した解析手法の整備が必要である。 
 

5) PSA 

「2010 年には、地震時 PSA、内的事象 PSA（出力運転時、停止時）の予備的

評価を終了し、安全性に関する開発目標及び設計要求への適合性を JSFR につい

て評価するとともに、設計への反映事項を整理する」とのレベル１PSA の成果

目標については、計画通りに進めており、成果目標達成にあたって支障となる

課題は生じていなく、成果目標達成の見込みである。 

「炉心損傷事故時の炉心物質再配置と冷却に関する評価手法及び格納容器内

事象に関する評価手法を開発するとともに、実用炉（大型ナトリウム冷却炉）

を対象としたレベル 2PSA のイベントツリー構築のための技術的根拠を整備す

る」とのレベル 2PSA の成果目標については、着実に研究が進捗しており、成果

目標達成にあたって支障となる課題は生じていなく、成果目標達成の見込みで

ある。 

 

 

冷やす

DHRS

設計信頼度
の目標 10-2/d 10-4/d 10-6/d

主炉停止系

後備炉停止系

多重性・多様性・自然循環

アクシデント
マネジメント

設計基準事象(DBE) 設計拡張条件(DEC)

(1) 異常発生の防止

適切な安全裕度

品質保証

検査性

(2) 異常の拡大防止
(3) 事故の制御 (4) シビアアクシデントの管理

10-1~10-2/d 10-1~10-2/d

SASS
(受動的炉停
止機構)

ガードベッセルと外管による液位確保

閉じ込める

炉容器内終息

放射能影響緩和

気密格納容器
+ FP除去機能付き
コンファインメント

再臨界回避
事故後の安定冷却
保持

設計拡張条件(DEC)

止める

RSS

 

図4.1.2-1 安全設計の基本的枠組み 
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図4.1.5-4 炉内流動適正化対策構造 

貫通
構造物

外側DP 内側DP

ラビリンス構造
炉容器サーマルライナー

○２重ディッププレート（DP）構造（ガス巻き込み対策）

○スプリッターの設置（液中渦対策）

スプリッター

サーマルライナーを曲げて突起させる

縦
リ
ブ
形
状

図4.1.5-5 高性能遮蔽体Zr-H 
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FBR 実用炉の NSSS 及び Na 機器 

軽水炉の 

枠組み 
保守の区分及び定義の設定 

保守方針 

安全性確保を目的とした ISI 方針の設定 

ISI 方針 

FBR 実用炉

の特徴 

軽水炉

ISI(維持規

格)の考え方

•軽水炉の保守の枠組みを参考として、FBR実用
炉の保守方針を設定
•さらに、軽水炉のISI(維持規格)を参考にしつつ
FBR実用炉の特徴を考慮したISI方針を設定
•保守方針内容
・保守の重要度分類（軽水炉に準じて設定）
・保全方式
・保守区分
・ナトリウム炉の特徴

定期点検 定期点検以外
の点検・検査

定期事業者検査

定期検査

ISI(供用期間中検査)

自主検査

保安規定に定める
点検・検査

•ナトリウム炉は内圧が低く、バウンダリ破損があっ
ても２重構造により液位を確保できる。漏えいを検知
して必要な対応をとることで安全性は確保できること
から、連続漏えい監視を基本とした検査とする。
•ただし、自主検査として、高応力部等破損が生じる
恐れがある部位に対して体積検査を実施する。
•運転経験が少ないことを考慮して、念のために実施
するのが望ましいと考えられる機器・部位についても
自主検査を実施する。

4

 

 

 

保守内容の検討

対象部位 保守内容

検知できる
破損

補修方法の設定
引抜補修/交換orｲﾝﾌﾟﾚｰｽ補修
Naﾄﾞﾚﾝ及び炉心退避の要否

補修対応

レベル
補修方針

①

補修作業を容易かつ短期間に実施できるようなアクセスルー

ト、メンテナンススペース、機器の取外し性などを設計段階で考

慮する。

②

現実的な期間及び設備で補修作業が実施できるようアクセ

スルートや機器の取外し性などを設計段階で考慮する。ただし

補修作業の容易性までに配慮せず、補修の必要性がある場合

に対応できるようにしておく。

③

設計段階で補修性は原則として考慮しない。但し、補修工法

の検討を行い、仮に破損が発生した場合でも補修できる見通し

をたてておく。

レベル 破損の生じやすさ

Ｃ
使用期間中に複数回

生じる可能性あり

Ｂ

生じる可能性が小さい(
使用期間中に1回程度生

じる可能性がある)

Ａ

生じる可能性がほとん

どない

補修対応レベルの設定破損の生じ易さ

対応

7

 

図 4.1.11-2 補修方針の策定 

図 4.1.11-1 保守方針の策定 
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